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論文内容の要旨

本論文は， 17Cr ステンレス鋼の高温変形挙動を知るために析出物がない母相変形を調べ，即ち，高温引っ張り特

性，動的回復過程，高温クリープ特性に関する研究を行っている。

第 l 章は緒論である。高 Cr鋼の現状と従来の研究における課題について述べ，本研究の目的を明らかにしている。

第 2 章では， T/Tm =0.6近傍を中心に，高温引張り特性について述べている。引張り速度 ε= 1. 43X10- 1,_1O- 5 /s 

範囲で中間温度脆性が起きている。この脆性温度は変形速度の増加につれて高温に移行している口

第 3 章では， 17Cr ステンレス鋼の中間温度脆性の原因について述べている。変形中における粒界ボイドの形成に

より中間温度脆性が生じることを明らかにしている。そのほかに，粒界に微量不純物の偏析および試料の熱履歴にも

関係があることを明らかにしている。

第 4 章では高温引張り中の動的回復過程について調べている。応力 ひずみ曲線の特徴と変形後の組織から動的回

復と動的再結晶とが起こっていることを明らかにしている。変形速度が1O- 3 /s 以上では動的回復， 1O- 4 /s 以下では

動的再結晶が起きていることを明らかにしている。そのほかに，動的回復に関する理論式を提案している。

第 5 章では， T=0.6Tm 近傍の温度で，定常クリープ速度 εs の応力，温度および

低応力域で，微粒材で， Coble クリープが生じているが，中間粒及び粗粒材 (d 註 160μm) では，累乗員IJ クリープ

しか生じなく，空孔クリープは本研究の応力範囲で生じている。高応力域では，粒度に関係なく，累乗則クリープの

みが生じている。

第 6 章では，高温クリープ中の内部摩擦変化について調べている。細粒材では，下部組織が安定していると考えら

れている定常クリープ領域でも，わずかながら転位の分布形態が変化することが示唆されている。しかし粗粒材，

高応力では，定常クリープに達しても内部摩擦の増加が見られることを明らかにしている。そのほか， クリープ中の

内部摩擦に関するモデルを提案した。

第 7 章では，高温クリープ中の内部摩擦の振幅依存性について調べている。クリープ中の内部摩擦は著しい振幅依

存性を示している。粗粒材，高応力域では，定常クリープに達しても内部摩擦が増加し転位密度が増加していること
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を明らかにしている。

第 8 章では，本論文の総括をしている。

論文審査の結果の要旨

17Cr 鋼は高温強度，高温耐食性および耐酸化性に優れた材料である。また，応力腐食割れを起しにくいこと，耐

ヘリウム脆性やスエリングを起こしにくいことから，高速増殖炉や核融合炉材料としての研究も行われている。

本研究は17Cr の高温変形挙動を調べており，得られた主な成果は次の通りである。

(1) T/Tm=0.6 (T: 試験温度， Tm: 固相線温度〉以下で中間温度脆性が起きることを見出している口これは粒界

ボイドの形式により生じ，微量不純物の粒界への偏析により脆化が著しくなることを明らかにしている。

(2) 細粒 (d<80μm)，低応力 (σ< 10Mpa) で Coble クリープが生じ，中間粒と粗粒 (d< 160μm) では累乗則

クリープが生じていることを明らかにしている。

(3) 高温クリープ中の内部摩擦の測定により変形組織の変化を動的に観察している。即ち，細粒材では，転位の下部

組織が定常クリープ中は安定であるが，変形の進行と共に粗粒材，高応力下では転位密度が増加していることを明

らかにしている。

以上のように， 17Cr 鋼の高温における変形挙動を明らかにし高温材料の実用上，重要な指針を与えており，高

温材料工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。


